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予算決算常任委員会報告
　平成 21年度補正予算関連
　平成 20年度決算関連
　　事務事業評価報告
　　決算審査概要
総務産建・文教厚生常任委員会報告
一般質問
意見書・請願
来市視察報告・賛否表
12月定例会日程・編集後記
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●　議会報告会日程・開催会場　●

午後７時～９時

11月   ６日（金）　コミュニティー金磯会館

11月   ９日（月）　立 江 公 民 館

11月11日（水）　和田島公民館

11月１3日（金）　千 代 公 民 館

11月１6日（月）　芝 田 公 民 館

11月20日（金）　櫛 渕 公 民 館

稲田市長に議会事務事業評価書を提出する出口議長、佐野委員長
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　本委員会に付託された議案第 63 号から 68 号は平成 21 年度一般会計、特別会計、企業会計の補正
予算、議案第 74 号は工事請負契約の締結についてであり、慎重に審査した結果、いずれも賛成多数
で原案のとおり可決すべきものと決しました。また、議案第 52 号から 62 号は平成 20 年度一般会計、
特別会計、企業会計の認定についてであり、合わせて、７日間かけてくわしく審査をし、いずれも
賛成多数で認定をいたしました。

◇Ｈ 21年度一般会計 9月補正予算
　　1億 9,533 万 5 千円（累計 140 億 6,468 万円）
　

議案第 63 号　一般会計補正予算（第 4号）

1．普通建設事業費

　中央会館屋上防水工事  310 万円

　横須保育所屋上防水工事  654 万 2 千円

　公園施設改修工事（たぬき広場野外ステージ改修） 701 万 5 千円

　急傾斜地崩壊対策事業（田野町平田） 585 万 8 千円

　農道整備事業（櫛渕町東谷地区） 600 万円

　市道整備事業（和田島 48 号線、坂野５号線他３線） 2,568 万 3 千円

　
2．国の補正予算関連
　離職者の住居を確保するための住宅手当緊急特別措置事業  1,752 万 4 千円
　子育て応援特別手当交付金事業  4,425 万 3 千円
　乳幼児等医療費助成費とそれに伴うシステム改修委託料  1,602 万 3 千円
　業務効率化事業費国庫補助金を活用した生活保護システム更新事業  1,669 万 5 千円
　母子家庭の増加による児童扶養手当扶助費  1,004 万 8 千円
　世代間交流センター管理委託  95 万 5 千円
　景気の低迷による市税還付金  1,600 万円
　女性消防隊による安全で災害に強い地域づくり
　推進事業助成金によるポンプ、資材の購入  130 万円
　
○その他  1,833 万 9 千円

　主な事業

　　委　員　会　報　告 　　委委　　員員　　会会　　報報　　告告  
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 予 予　算　決　算　常　任　　 予 予　　算算　　決決　　算算　　常常　　任任　　
◇Ｈ 21年度特別会計 9月補正予算
　議案第 64 号　競輪事業特別会計補正予算（第 1号）
　議案第 65 号　老人保健医療事業特別会計補正予算（第 1号）
　議案第 66 号　国民健康保険特別会計補正予算（第 1号）
　議案第 67 号　介護保険医療事業特別会計補正予算（第 1号）
　
◇市バスの管理受委託について
　議案第 68 号　自動車運送事業会計補正予算（第 1号）
　　収益的支出　　1,262 万 1 千円
　　資本的支出　　2,090 万 7 千円
　　債務負担行為　平成 22 年度から 5カ年　5億４千万円
　

　運輸局の認可がとれておらず、10 月 1 日から民間委託が困難な見通しである。労使の話し合
いができた時点で、補正予算を計上すべきとの反対意見があったが、理事者側は、10 月１日に
間に合わせるよう努力する。もし、間に合わない時はできるだけ早い時期に委託ができるよう
にしたいとの答弁があった。基本的に民間委託に賛成との意見が多く、原案のとおり可決すべ
きものと決しました。

◇小松島中学校第２棟建設事業について
　議案第 74 号　工事請負契約の締結について
　　鉄筋コンクリート造 2階建　延べ面積 1,484 ㎡
　　仮契約金額　￥251,632,500
　　仮請負者　　中山建設㈱・斎藤建設㈱
　　　　　　　　建築工事共同企業体
　

　入札時にパーティションを設置したため、最低制限価格の入った封筒の封が確認されておら
ず、ハサミを入れるところが参加者に見えていない。入札執行の手順のミスであり、不備のあ
る入札であるからやり直すべきとの反対意見があった。理事者側は、今後改善する、入札のや
り直しはしないとの答弁があり、賛成多数で原案のとおり可決すべきものと決しました。
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議
会
に
よ
る
事
務
事
業
評
価

　

個
々
の
事
務
事
業
の
目

的
・
成
果
・
コ
ス
ト
を
数
値

化
・
具
体
化
し
て
客
観
的
に

評
価
し
、
そ
の
評
価
結
果
を

次
の
事
業
実
施
に
生
か
す
こ

と
を
目
的
と
し
、
組
織
の
経

営
サ
イ
ク
ル
（Plan

↓D
o

↓Check

↓A
ction

）
を

適
正
に
実
践
し
、
成
果
の
向

上
と
事
業
の
効
率
化
を
す
る

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

各
議
員
の
個
々
の
意
見
も

尊
重
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
十
分
理

解
さ
れ
る
が
、
議
会
基
本
条

例
の
前
文
に
あ
る
よ
う
に
、

合
議
を
も
っ
て
意
思
決
定
を

導
く
た
め
の
手
段
と
し
て
、

こ
の
議
会
に
よ
る
事
務
事
業

評
価
が
生
か
さ
れ
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
議
会

か
ら
の
評
価
報
告
書
を
受
け
、

執
行
部
は
、
来
年
度
予
算
査

定
の
参
考
に
す
る
。
来
年
三

月
の
予
算
議
会
審
査
時
に
は
、

平
成
二
十
年
度
議
会
評
価
報

告
書
に
対
す
る
平
成
二
十
二

年
度
予
算
反
映
等
改
善
書
が

行
政
よ
り
提
出
さ
れ
、
こ
れ

に
よ
り
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
が
よ
り
強
化
さ
れ
、
効
果

的
な
も
の
と
な
る
。

●
評
価
方
法

　

事
業
の
目
的
の
確
認
、
経

費
の
分
析
を
通
し
て
、
成
果

や
課
題
・
問
題
点
及
び
改
善

策
を
把
握
し
、
評
価
シ
ー
ト

に
お
い
て
、
必
要
性
・
妥
当

性
・
効
率
性
・
緊
急
性
・
成

果
の
五
項
目
に
お
い
て
そ

れ
ぞ
れ
20
点
を
配
分
し
た

１
０
０
点
満
点
で
事
業
を
数

値
評
価
す
る
。
そ
の
評
価
点

を
１
「
拡
充
・
継
続
」、
２

「
改
善
・
縮
小
」、
３
「
終
了
・

休
止
」、
４
「
廃
止
」
の
四

段
階
と
し
て
、
次
の
十
一
事

務
事
業
を
判
定
し
た
。

①
電
算
シ
ス
テ
ム
運
営
業
務

　
「
継
続
」

　

継
続
性
の
高
い
重
要
な
事

業
で
あ
る
こ
と
は
、
十
分
認

識
で
き
る
も
の
で
は
あ
る
が
、

維
持
管
理
運
営
面
に
お
い
て
、

経
費
節
減
の
た
め
、
電
算
シ

ス
テ
ム
の
リ
ー
ス
代
、
保
守
、

点
検
、
事
務
経
費
等
大
幅
な

コ
ス
ト
削
減
を
図
る
べ
き
で

あ
る
。
Ｉ
Ｔ
推
進
に
よ
り
、

時
間
的
・
人
員
的
に
ど
れ
だ

け
の
成
果
が
上
が
っ
て
い
る

か
を
把
握
し
た
上
で
な
け
れ

ば
、
適
正
な
費
用
対
効
果
は

考
察
で
き
な
い
の
で
、
今
後

に
お
い
て
は
事
業
推
進
に
お

け
る
効
果
を
数
値
化
す
る
な

ど
業
務
改
善
に
努
め
る
べ
き

で
あ
る
。

　

国
が
施
策
に
よ
り
方
向
転

換
し
た
場
合
、
そ
れ
に
伴
う

シ
ス
テ
ム
改
修
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
保
守
の
負
担
は
、
全
面

的
に
国
庫
負
担
に
て
行
う
よ

う
要
求
す
べ
き
で
あ
る
。

②
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
支
援
交
付
金
事
業

　
「
継
続
」

　

施
設
整
備
補
助
と
い
う
も

の
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、
目

的
に
あ
る
よ
う
に
、
今
後
は
、

米
粉
の
消
費
拡
大
・
販
路
の

拡
大
・
商
品
開
発
へ
支
援
強

化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
生
産
者
へ
の
効
果

が
現
れ
る
総
合
的
な
施
策
も

組
み
込
ん
で
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
米
粉
の
消
費

拡
大
を
す
る
の
は
い
い
が
、

生
産
者
の
利
益
に
つ
な
が
る

検
討
も
必
要
で
あ
る
。

③
市
営
住
宅
管
理
業
務

　
「
継
続
」

　

市
と
し
て
当
然
に
実
施
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
で

あ
る
と
考
え
る
。
現
状
で
は
、

市
民
の
ニ
ー
ズ
は
高
く
、
市

営
住
宅
の
存
在
意
義
は
十
分

あ
る
が
、
本
当
に
必
要
な
人

が
入
居
で
き
て
い
る
か
と
の

点
で
は
、
不
透
明
な
部
分
が

あ
る
。

　

家
賃
徴
収
率
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
成
果
を
上
げ
て
い
く

努
力
は
必
要
で
あ
る
。
適
正

な
管
理
運
営
を
考
え
る
上
で

は
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
調
査
を

行
い
、
現
状
分
析
を
急
ぐ
と

と
も
に
、
老
朽
化
に
よ
る
問

題
、
耐
震
化
問
題
な
ど
、
解

決
し
て
い
く
上
で
の
現
実
的

に
実
行
可
能
な
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

市
営
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
早
期
策
定
を
行
い
、
そ

れ
に
よ
り
本
市
市
営
住
宅
の

あ
り
方
を
再
検
討
す
べ
き
で

あ
る
。

　

昨
年
度
の
評
価
書
に
も
記

述
し
た
よ
う
に
、
日
の
峰
団

地
跡
地
に
つ
い
て
は
、
早
急

な
解
決
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

④
老
人
バ
ス
優
待
事
業

　
「
改
善
」

「
小
松
島
市
社
会
福
祉
憲
章

条
例
」
に
基
づ
く
老
人
等
バ

ス
無
料
優
待
券
の
事
業
は
老

人
福
祉
に
と
っ
て
必
要
不
可

欠
で
あ
り
、
事
業
の
継
続
性

は
非
常
に
高
い
も
の
で
あ
る

予算決算常任委員会




